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金
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・
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し
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ま
れ
て
き
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大
阪
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中

央
公
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正
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式
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本
栄
之
助
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寄
付
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よ
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建
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れ
た
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え
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こ
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熱
心
な
大
阪
商

人
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質
と
は
対
照
的
に
、
古
き

を
温
め
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心
意
気
が
感
じ
ら
れ

る
こ
の
公
会
堂
の
リ
ニ
ュ
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さ

せ
た
こ
と
は
時
代
の
流
れ
だ
ろ

走
ら
せ
た
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回
は
水
上
船
か

ら
狙

っ
て
み
た
が
、
見
上
げ
る

ア
ン
グ
ル
で
描
き
は
じ
め
る

と
、
お
の
ず
か
ら
尊
敬
の
念
が

湧
い
て
き
た
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尊
敬
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こ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
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に
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阪
市
民
の
文
化
向
上
の

舞
台
に
な
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と
と
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大
阪
を
見
込
ん
で
私
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を
投

げ
打

っ
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寄
付
者
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本
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助
の
奉
仕
の
精
神
で
は
な
か
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た
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な
と
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２‐
世
紀
は
、
市
民
主
導
の
社

会
と
言
わ
れ
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い
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。

一
方
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
奉
仕
的
貢
献
の
社

商
人
気
質
と
対
照
的
な
温
も
り

ス
様
式
を
基
調
に
、
バ
ロ
ッ
ク

風
の
壮
大
さ
と
ア
ー
チ
型
の
屋

根
が
、
い
か
に
も
大
正
時
代
を

象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
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商
業
的
発
想
か
ら
、
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
建
築
に
建
て

う
か
。
う
れ
し
い
限
り
で
あ
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。

観
る
も
の
を
ホ
ッ
と
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
絵
筆
を

走
ら
せ
て
い
る
日
曜
画
家
で
、

界
隈
は
い

っ
ぱ
い
だ
。
人
間

っ

て
、
新
し
い
も
の
に
飛
び
つ
き
、

一
方
で
は
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
古

き
も
の
に
安
ら
ぎ
と
利
み
を
求

め
て
い
る
、
ぜ
い
た
く
な
生
き

物
な
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

私
も
そ
ん
な
生
き
物
の

一
員

と
し
て
、
絵
筆
な
ら
ぬ
ペ
ン
を

会
的
要
請
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

が
あ
ま
り
に
経
済
優
先
で
、
あ

ま
り
に
利
己
的
行
動
が
多
か

つ

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
小
さ

な
善
意
と
意
志
で
、
多
く
の
市

民
が

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
リ

ー
ダ
■
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
有

形
、
無
形
の
公
会
堂
を
作

っ
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
自
治
体
と
企
業
と
の
連
係

プ
レ
ー
を
意
味
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
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